現代ハルハ口語と文語との発音上の差違に就て by 棈松, 源一
Title 現代ハルハ口語と文語との発音上の差違に就て
Author(s) 棈松, 源一







Osaka University Knowledge Archive : OUKA
https://ir.library.osaka-u.ac.jp/
Osaka University
　　　　　　　　　現代ハルハロ語と文語との発音上の差違に就て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楕　　　松　　　源　　　一
　　　　　　　　　　　〇n　the　Enunciat◎ry　Di舳ence　between臨e　Wr誕en
　　　　　　　　　　　and　Spoken　Forms　of　Modern　Khalka．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Genichi　Abematsu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY
　　　This　particular　subject　has　long　been　studied　by　scholars　both　in　Japan　and
abroad，　and　a　few　examples　were　includ．ed　in　A．　D．　Rudneb’s　Mongolian　Grammar
as　we11　as　in　Professor　Shiro　Hattori’s“Mongolia　And　Its　Language．”Erederick
Holden　Buck’s‘‘Comparative　Study　of　Postpositi皿s　in　Mongolian　Dia｝ects　and　the
Written　Language”（Harvard－Yenching　Institute　Studies，　XII）treats　of　this　problem
on　Pages　17＆18，　but　only　two　or　three　examples　are　given　for　each　word．　Further－
more，　the　exposition　in　this　work　seems　to　be　inaccurate　or桓adequate　in　many
instances，　ln　the　present　treatise　rhe　author　has　tried　to　make　corrections　as　well
as　provide　as　many　supplementary　materials　as　he　could　collect，　and　has　drawn　his
own　conclusions．　The　author’s　primary　aim　in　presenting　this　article　has　been　to
offer　a　helpful　guide　for　those　who，　know三ng　the　old　Mongolian　letters，　wish　to
transliterate　it　into　the　new　letters，　or　vice　versa．
　　この様な題に関する研究は，ずっと以前から内外学者の間で研究発表せられ，ルードネフの
「蒙古文典」にも二三の例を挙げて居り，その他服部四郎先生の「蒙古とその言｝A　」にも少し例
が出ている．又1955年に出版されたFrederick　Holden　BuckのComparative　study　of
postpositions　in　mongolian　diarects　and　the　written　Ianguage，（Harvard　一　Yenching
institute　studies　XI1）の中にも17，8頁の二頁にわたって発表されているが，夫々の語に就ては
二三の例を挙げているに過ぎず，又例外もあるのに，それには触れず，彼の説に首肯し難い点が
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あり，誤と思われる点や，足りない所もあるので，本文に於ては，之を是正し補足すると共に，
夫々の語に，極力多くの例を集め，独自の結論を出して見た．
　ただ本文は，旧古文字を知っている人が新文字に直し，新文字より旧文字に直す場合に役立つ
ようにとの日的から書いたものである．従って音声学的に研究したものではなく，叉有名な蒙古
語学者のpoppeの本を参考にする暇がなかったので，他日それらの本を研究して碓固た結論を
出したいと思っている．
　第一　〇母音とa母音の間に子音γを挾み，これが口語に於て長母音となる時には，母音調和
　　の法則によってaはoの音になり，又前にo母音があると次に来るa母音は同じようにo音
　　になる．例えば，
　　1．　doloγa一兀OJIOo　（七）
　　2・boroγa－60peo（雨）
　　3．　toγa－Teo　（数）
　　4．olan＿O　JIOil（多くの）
　　5．noqai＿ffoxofi（犬）
　　6．　orchilang　　　OPTIJIOH（r）　（世界，　宇宙）
　　7．colongγa－COJIOHPO（虹）
　　8・　toγalaqu－TOOiiox（数える）
　　9・　toγarai　　：poopo‡i　（ポフ゜ラ，　臼楊）
　10．　bolona＿60．ifllO（宜しい）
　11・qolimaγ一xoxsMor（混合物）
　12．coloγai　　CO五roil（左の）
これに就ては多くの学者によって已に明かにされてはいるが，例語が少ないので，弦では出来る
だけ多く集めた積りである．
　第三a母音とu母音の間に子音γを挾み，これが口語に於て，長母音となる時にはyy（uu）の
　　音になる，例えば
　　1・　baγuqu　　6yyx　（1｛条りる）
　　2．saγuqu　cyyx（坐る）
　　3．baγudal－o’yy兀a．E（宿営，駅）
　　4・　naγur－Hyyp　（池，湖）
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　　5・　aγula－yyJI　（山）
　　6・　（laγuchin－xyywH　（古い）
　　7．maγu－Myy（悪い）
　　8・aγudam－yyAaM（広い）
　　9・　daγu－一兀yY　（声，音，歌）
　　10・　adaγu　　　a双yy　（馬群）
　　　11・　　asaγuqu　　　acyyx　（FrSう）
　ヱ2・baraγun－6apyyH（西）
　第三　i母音とU又は口母音の間に子音γ（g）を挾み，これが口語に於て長母音となる時には，
　　夫々yy（UU），　YY（66）の音になる．例えば
　　1・ni7’uqu－Hyyx（秘す）
　　2・niγucha－Hyyq（秘密）
　　3・　　si　7’ut　　　IilYyJE　（真礁託｝こ）
　　4．siglikif－KYYx（裁判す）
　　　5・　　siγurγa　　　　IUIYyplicl　（吹雪）
　　6・chiru1γan－gyyffilaH（集会）
但しniγur（顔）は男性語であるので，　Hyypとなる筈であるのに，これを女性に発音し，　HYYP
と書くのは全く特別な例である．若しこれをHyypと書けば，文語のnaγur（湖）の意味にな
る．
　なお，次の語は形は似ているが，長母音にならないので，上述の発音と異なったものになって
いる．例えば
　　1・si？’um－myraM（定規）
　　2．nig61tei一狂Yrg澱頭（罪の深い）
　又，第二音節にi母音が来て，第三音節の母音uとの間に子音γを挾んでいる．ariγun（清潔な）
やqariγu（返事，答）の如き1ま，最初の法則に従わず，　aPHyH，　xap可となる．然るに又serig6n
（涼しい）の如きはcgpurYI－1とならずに却ってCSPYYHとなる．又F．　H．　B氏が歯擦音sの後
にiγuが来た時には，yyと発音されると書いているが，これは何も歯擦音sに限らないことは，
1，2，6の例によっても明らかである．
　第四　e母音と6母音の間に子音gを挾み，これが口語に於て，長母音となる時にはYY（6ti）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131
　　音になる．例えば
　　1．teg｛元k｛仁一エYYX（拾う，集める）
　　2．　seg6玉　　　CYYJ　（尾）
　　3．　neg｛idel　　　IIYYJ［9JI　（移住）
　　4．seggder－CYYX3P（蔭）
　　5．deg66　丑YY（弟）
　　6．　eglide　　　YY兀　（F弓）
　　7．eglile－－YYJI（雲）
　　8・xeg6r－－XYYP（屍体）
　　9．jegUn…－3YYH（東）
　　10．　jegUdtin－3YY！m∂H　（夢）
第五　e・国：音とe母音の間に子音gを挾み，これが口語に於て長母音となる時には，e3（ee）
　　の音になる．例えば
　　1．begelei　6DO　」IMii（親指だけ分れた手袋）
　　2・kegere－x3DP（野原）
　　3．　chegeji－一耳ggen　（胸）
　　4．degere－一兀ggp（上に）
　　5．　degesu一兀99C　（紐，縄）
　　6．tegekii－一一Tggx（積載す）
これは一見して明らかなことで，その例も多いが，今は省略した．
第六i母音とe母音の間に子音gを挾み，これが口語に於て長母音となる時1には，99（ee）の
　　音になる．但し母音調和の法則によって，θe（δ6）ともなる．例えば
　　1．siges6－一皿99C（小便）
　　2．ergiget　　3prD9互（回転して）
　　3．bichiget－6H囎9兀（書いて）
　　4．niliget・．一一H9批9領（一つ宛）
　　5．kδgjiget－xθrllceeA（男ξえて，発達して）
　第七　第一音節にeがあり，第二か第三の音節に6の母音があると，初のe母音はe（δ）の
　　音になる．例えば
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　　1．ebu1　0BeJi（冬）
　　2．eb6gen　eBrθ｝1（老人）
　　3．　eb｛idifg　　　eB兀θP　（fj黍）
　　4・　erg口k廿一〇prex　（挙げる）
　　5．　em｛isUkB　　　eNcex　（着る）
　　6．d9養k6　　envox（吊す）
　　　7・　　edl三r－一θJgep　（日）
　　8・ed6i　o耶簸（まだ～せぬ）
　　9．tedロトー饗θ兀磁（僅に）
　　10．　eb｛istt　　θBC　（【皐o）　（一般1こは　ebes亘　と謀：く）
　　11．em6ne　θ“IIIo（南前）
　　12・temgr－一・yOl1eP（鉄）
　　13．teggs－－vθyc（完全な）
　　14・ergtlde1－一θP1・晒∬（請願書）
以上十四個の例は極力，集めたものであるが，これ等の例を見て分ることは，子音に始まる語が
少くて，母音eに始まる語の非常に多いことである．従ってe母音に始まり，第二音節が6母音
であれば必ずと云ってよい位にe母音に直して書けば聞違ないと思う．
　但し，echlis（終，末）はOXIecと書かずに，911gcと書き，　sed6b（問題）をc鰍OBとせずに，
C双9Bとし，　ebetchin（病気）は第二音節にu母音がないのに，これをeBilHllと書くのは特別
な例と云えよう．
　第八　第一音節にiがあり，第二音節に男性母音a，o，　uの何れかが来ると，第一音節の母音
　　　iは夫々H（la），6（io）の音になる．例えば
　　　1．kitat　X班領（支那）
　　　2．mingγa　II5｛Ilura（千）
　　　3．　　imaγa　　　HMaa　（山羊）
　　　4．　ilγaburi　　　s｛JlvaBap　（区Sij）
　　　5．niγta　　ff｝lv・y（棉密な）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ny　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　6．　nilqa　　　HH五x　（嬰児）
　　　7．　ilaγa　　　ilJlcfta　（頗6）
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　　8．nimbai－…1砲面磁Gl｝旨密な）
　　9．biljuuqai－6rim3yyxail（小鳥）
　10・ir・γar－epoOP（底）
　11・sira一皿ap（黄色）
　12．sibar－maBap（泥）
　　　13．　　sitar一皿a冊aP　（将棋）
　14．chida1－一τlaFgaJI（能力）
　　15，　jida一蹴a兀　（槍）
　16．sirqa－－mapx（傷）
　17．siqam・一一maxaM（近く，殆んど）
　以上挙げた例の中で1より1C迄は第一音節の母音が51，壱に変った例であるが，11より17迄の語
の如く，子音sh，　ch，　jが語頭に来ているものは，母音のa，　oを附けることによって，シヤ，チ
ヤ，ジヤと発音されるので，第一音節の母音はflにならないのである．
　なお，miqa（肉）の如く二音節より成る短い語で，しかも最後が子音で終らないものは，　N｝lx
といわずにIlcftxというているのは例外である．
　第九子音に始まる語で第一音節にi母音があり，第二音節がe，U，6等の母音で終る短い音
　　節の語に在っては，第一音節の母音iは最後の母音の影響を受けて，その音に変る．例えば
　　1・　　　nige－II3P　　（一つ）
　　2．sid6　mYA（歯）
　　3・　nisu－gyc　（涕）
　　4．si169一皿Y汲3P（詩）
　　5．chisu一耳yc（血）
　　6・sirti－raYP（珊瑚）
　　7．siltis9一班∬C（唾）
　なお，第一音節に1母音があり，第二音節と第三音節の阿母音の閥に子音γ（g）を挾んで，これ
が口語に於て長母音となるような語にあっては，前の場合と同様に，第一音節のi母音は変化し
て最後の音節の母音になる．例えば
　　1・niruγu　Hypyy（背）
　　2・chilaγu一叩yy（石）
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　　　3．　　sibaγu　　　1［lyByy　（小鳥）
但しkiraγu（霜）はx，fiP｝・yとなる．
　第十　語中や語尾に来たburi（bUri）は夫々Bap（bar），　B9｝｝（ber）となるが，母音調和の
　　　法則によって，Bop（bor），　Bep（b6r）ともなる．例えば
　　　1・　i1γaburi　　　HJ｛raBap　（区別）
　　　2．q・njiburi　XO｝1；itBOP（儲）
　　　3・　salaburi　　　ea．U6al）　（分岐）
　　　4．tiiledbUri　Y節耶9P（生産，仕事，工業）
　　　5・　tesb6ri　　　TgCBgP　（忍耐）
　　　6．jiγaburilaqu　3aaBa騨ax（命ずる，指示する）
　　　7．teg｛元sb口ri　TOP田θP（糸冬了，結果）
但し，第三のsalaburiはbが直接正に接続するので，新文字の蘂法に従って6の箒に変ったも
のである．
　　又edUr　bUri（毎日）のbUri（毎）は独立した意味を持つ語であるので前例に従わず，必ず
6YP（b口r）と書かねばならない．即ちedtir　btiriをo刀；op　6ypと書くのである．
　　注意　風習の意味であるjang　aburiのaburiはaBapとならずにclBKPとなるのは第20の
例に当るものである．
　　第十一　動詞の語幹がyu（y｛i）で終る語にあっては，このyu（yti）は鐘（i）の音になるこ
　　　とが分る．例えば
　　　1．ayuqU－・－a紘x（恐れる）
　　　2・　γuyu（1u　　　℃y貢x　（願う，　〕翼む）
　　　3．　9｛iy廿k｛元　　PY置x　（走る）
　　　4・γuyuγchi－一一p画・・1（請願者’）
　　　5．　96y｛元ken　　　rY宜x9狂　（浅い）
この例も少なくて，辛うじて集めた，或はまだあるかも知れない・
　　第十二　語中に来たniya，　niyeの音は夫々田la（nia），　H90（nee）の音になる．例えば
　　　1．qaniyaqu　　xallurax（咳をする）
　　　2．　（laniyat　　　xaH班a双　（1咳）
　　　3・　quniyasu　　　xyH菰ac　（搬）
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　　　4．suniyaqu　　eyl磁ax（；背伸する）
　　　5．　　｛iniye　　　YH93　（牛kki■）
　　　6．iniyekif　⊇醐gx（笑う）
　　　7．iniyemS6g　］II鵬Mcgr（微笑）
niya，　niyeを含む語は少いので以上の七つだけを集めて見た．これ等の例より考えてn三yaが
田職となり，niyeが｝199となることは閥違ないようである．
　第十三　語中に来たliya，1iyeの音は夫々」｛Ila（1ia），護gg（lee）の音になる．例えば
　　　ユ．　aliya－－am玖a　（腕白児）
　　　2．（laliya　xaJlvaa（氷の上llこ吹出る水）
　　　3．maliyat　Ma」H領（十分である，相当にある）
　　　4．　yaliya　｛元gei　　　乏1五直arY宜　（些細な）
　　　5・budu］iyan　6y卿aH（］蓮れ，紛糾）
　　　6．soliya　CO．if．｝IO（交換）
　　　7．　t｛iliye　　　TYJI99　（薪）
　　　8．　k｛iliyek6　　　XYJggx　（待つ）
　　　9．　｛iliyek6　　　XffgDX　（吹く）
　　10．eliye　gl39（鳶の類）
　　11．neliyet　　HgJlgg兀（又は1－III．lggJII）（甚だ，極めて）
以上十一の例より考えると，1iyaが．guaとなり，1iyeが船9となることは確である．但し6
の例は母音調和のためである．しかし，次の語は以上の法則こ当てはまらない例である．即ち，
bu1iyaquは6y汲Haxとならずに6yUaax（bulaaqu奪う）となる．
　第十四　語中に来たriyaは言葉によってPl・la（ria）となるか或はpaa〈raa）となり，又
　　　母音調和の法則によって，poo（roo）ともなるが，女性のriyeは必ず1）3D（ree）の音にな
　　　る．例えば
　　　L　yariya　卿Ha（会話）
　　　2・tariya　rer　ap　ff　a（畑，作弓勿）
　　　3．tariyalaqu　　u）aPvaa．？lax（］夢・1作する）
　　　4・chaγuriya　qyyPHa（反響）
　　　5．　qariyaqu　　xapaax　（re｛1る．　罵る）
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　　　6・　quriyaqu　　xypaax（集める）
　　　7・qoriya　xopoo（委員会）
　　　8・　oriyaqu　　　opoox　（巻　く）
　　　9・btiriye　6Y脚㈱爪）
　　10・　k口riye　　　XYpp3　（1曽院，　垣）
　　11・kuriyeleng　x￥PD3」1911（め（委員会）
　　12．kifriyelekti　XYpgoJlex（縁をとる，包閥する）
　　13・xeriye　XDpo9（鳥）
　　14．eriyen　DP3311（斑の，菊1色の）
　　15．miriyelek6　111ilpg3」IDx（斑にす，汚点で汚す）
以上の外にriyaを含む言葉の例外としてdaγuriyaquがある．これはi二1語では双yyPIIaxと
もなり，兀yypa抵（真似る）とも発音される．
　第十五　語中に来たkiya，　giyaは夫々XHa（hia），　rlla（gia）（・母音調和の1去則によって
　　　xno，1・1・lo）となり，kiyeはx93（hee）の音になる．例えば
　　　1．jaldya　3axHa（手紙，命令）
　　　2．　takiya　　　wax江a　（難）
　　　3．　nakiya　　　I－laXIIa　（芽）
　　　4．　nangkiyat　　　II［LHX班a兀　（湧箋ノ＼，支那Bノ、＼）
　　　5．　dokiya　　　兀OX琶0　（合区D
　　　6．xonggiya　xOHrllO（樹木の空洞）
　　　7．　dolgiyan　　　XO；IliurO｝1　（浪）
　　　8．jokiyaqu　30x｝lox（著述する）
　　　9・　chalgiya　　　耳a；illilla　（河岸，援とi勇，匡章匡裟）
　　10．kelkiye　xo：lx99（連結，連絡）
　　第十六　語Fl二1に来たsiya，　s三yeは夫々皿aa（shaa），皿P3（shee）に，又母音調和の法則に
　　　より，皿OO，　vaOOとなる．例えば
　　　1。qasiya　xalgaa（垣，庭）
　　　2．　saisiya（lu　　ca口〕［uaax（褒める）
　　　3．tusiyaqu　my皿aax（渡す，命令する）
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　　　4．buruγusiyaqu　　6ypyy田aax（叱責する）
　　　5．　tasiyara（lu　　　饗al狂aapax　（言呉る）
　　　6．maγusiyaqu　詠lyymaax（誹る，非難する）
　　　7．　qopsiya－－xOP：肌oo　（『協同紅L合）
　　　8．qongsiyar　　xOII斑oop（ll伏の鼻柱）
　　　9、　　qosiyarat　　　XOi．11100．9　（＿つ宛）
　　10．tirlisiyekli　opmeex（同情する）
　　11．lisiye　emθo（復欝，仇敵）
　　12．　　jisiye　　　　3KIIIIIIDD　（｛ダ‖）
　　13．t意begsiyek養　lp田o服loox（面倒がる）
　　14・　berkesiye1　　　69PXIII93A　（困鄭）
　　第十七　語中に来たchiya，　chiyeは夫々yaa（chaa），田3（chee）の音になる．例えば
　　　1．　tachiya｝　　　ri・clilaal／i　（色情）
　　　2．tachiyangγui　　題Xlaa｝11・y宜（色情の，好色の）
　　　3．　　1〈ichiyel　　　X｝lilO3；1　（課）
　　　4．　垣chiyeng9迫　　XI斑羽1狸Y頁（勤勉な）
　第十八　語中に来たmiya，　miyeは夫々NE　a（maa），　Mg3（mee）の音になる．｛ξ1えば
　　　1．　qamiya　　　xaMaa　G剥係）
　　　2．　namiya　　　Hallaa　（枝）
　　　3．　emiyel　　　：〕MeeJ工　（恐怖）
なお，t（＞miyaがrlloMeoとなり，　tomiyalalがTo通oJo21となるのは，1目：音調和の法則による
ものである．
　miya，　mlyeを含む語は伸々少なく以上三つを考えついただけである・
　第十九　語中に来たbiya，　biyeは夫々Baa（baa），　BDg（bee）の音になる．例えば
　　　1・qubiyaqu　　XyBaax（分1・ナる）
　　　2・qubiyari　xy蹴p（分け前）
なお，γabiya（功績）をraBMaとするのは特別である．
　ヌ．，biyaを含むqabiyaがxallaEとなり，qabiyatuがxaNaa’i・となっているのは，　b，　m
の子音は，何れも唇音であるところから，bがmに変ったものと恩、う．これに似た現象は，文
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譜でyambarというのを，唇音が二つ続いているので，後のbが取れて，［Il語ではyamarと
いうのと同じで，このような現象は満洲語の中でも見られることである・
　第二十　語中及び語尾に来たli，　riのi母音が前進して発音されることがある．｛列えぼ
　　　L　adali　　cXAI・IJI（同じ）
　　　2．　sandali　　　ca∬兀XIぷ　（椅子）
　　　3・　　ularil　　　y31簸pa工　（季節）
　　　4・uduriduγchi　y頚孤aF・パ指導者）
　　　5・　abariqu　　　aB｝lpax　（登る）
　ag　：十一　名詞の語尾がngに終り，これにna，　ne，　noの接尾語を附して出来た動詞は最初
　　　の名詞の語尾のnが取れてgのみになる．例えば
　　　1．shangnaqu　　IEIamax（賞する）
　　　2．chingnaqu　・lamax（聴く）
　　　3．angnaqu　　al・Hax（狩をする）
　　　4．　jangnaqu　　3a℃Ilax（どなる，打つ）
　　　5．xabang　xaBayHax（むくむ，水腫する）
　　　6．kilingnekti　　瀬鵡1，Ilgx（憤怒する）
　　　7．deleng　XDJIgltl－lgx（出生前に家畜の乳房が膨れる）
　　　8．dalang　2［a狙rHax（IEag，畝を作る）
　　　9．ZOlbing　30面IIP狂OX（放浪する）
なお謡中にngを含む名詞がnだ1ナとれて発音されるものがある．例えばmanglaiをMal㌔Ila口
といい，tangnaiを3｝征HaΩというが如きである．
　第二十二　第一・音節にeがあり，第二音節にiがあると，第ニニ淺：節の．母音iはeの影響を受け
　　　て，これに同調するか，又は消滅する．例えば
　　　1．erkim　　gPXPI［（『貴い）
　　　2．erikti　gppx（探す）
　　　3．ergik6　gprex（回転する）
　　　4・erike　3PX（珠数）
　　　5．　beki　　6gx（強い，丈夫な）
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　　6．bekilek口　　bgx．ffgx（強固にする）
　　7．eki　DX（始，源）
　　8．echige　　99DI，（父）
　　9．elige　鋤田（肝臓）
10．ekilek養　　gx．⑮x（始める）
第二十三　語尾に来たrbaはpaB（rab），　rbeはpeB（r6b）となり，1叉rge，　rgi，　rg｛iが
　母音調和の関係により，por（reg），　pel”（r6g）となり，叉rmaがpaM（ram）の音にな
　　っていることが分る．しかし，これにも一二の例外があるので断定し難いが」殆んど間違な
　い様である．例えば
　1・arba　apaB（＋）
　2・γurba　rypaB（9）
　3・　durbe　　　兀opeB　（四）
　　4・　nirba　　　HHpaB　（会謙必係）
　5・　terge　　　室9PglT（ii5・）
6・eghrge　YYρOli（荷讃“務）
7・nurma　Ily麺1（熱灰）
8・nitmtirge　H．oMpOy（上張り，マント）
　9・　urma　　　ypaM　（1惑興，　霊感）
10．eserg6　　gcpgr（反して）
11．teserg6　a］Dcpgp（反対せる）
　12・　jerge　　　3DPDI’　（等級）
13・ergi　gPgr（岸，断崖）
14・chorba　卿田（子供・雛鳥）
第二十四　語中に来たU三，lii，　oiは夫々恒，頭，値　と書かれる．例えば
　1・　darui　　兀apy宜　（直ちに）
　2・　γarui　　　papy霊　（余り）
　　3・　　siγui　　　IIIy如y宜　（林）
　4・oroi　opoil（晩）
　5・duγui　　2［yp］貢（車輸，サークル）
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　　　6．　（larangqui　　　xapaHXy宜　（1済い）
　　　7．miγui　M卿貢（猫＞
　　　8．doroi　　兀opo量（貧弱な，愚かな）
　　　9．　xichlyenggt三ilekU　　x跡lggHrY亘汲gx（謹しむ）
但し，siroiは田opoΩとも書くが，一般にはmopooと書きted｛iiは饗e兀Y簸とならずに㌧1］θ兀II鐘
と書き，ed6iも助Y量とせずにoヌ《1磁と書き，　ged6ik6もrg兀鹸xと書かれるのは例外とい
えよう．
　上述の外にまだ挙げるべき例もあるが，それは他日にゅずりたい．
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